
学校法人玉川学園 玉川学園高等部・中学部 これまでの主な成果が分かる資料 

■生徒の変容 
●授業改善による創造力育成 
 構成主義的授業展開の中で利用しているワンページポート

フォリオアセスメントシート(以下 OPPA シートと記す)等を

用いて教員と生徒の双方向的授業展開から生徒自身の既存知

識と学習した知識を関連させて新しい知識を組み立てさせ、自

分の内側に何が変化したか意識させることで、メタ認知能力と

自己効力感を獲得させている。例えば既存の知識と新しい知識

が関連付けられ、組み立てられていることを確認することがで

きている (参考資料①)。第Ⅲ期では、「問題演習の答えを再解

釈させる取り組み」、「具体化する実験」、「内発的な取り組み」

を最先端科学に目を向け、科学的良心と畏敬の念を持たせるこ

とと共に実施している。(参考資料②) 

●探究型学習による批判的思考力の育成 
 批判的思考力テストをベネッセ総合研究所と共同で作成し

た。スキルのテストと態度･行動のアンケートを実施。課題研究

経験あり生徒(SSH 主生徒)は、課題研究の事前事後(1 年経過)

で尺度得点が 1.5 点上昇している。課題研究経験なし生徒(一

般生徒)は事前事後(1 年経過)で 0.3 点下降している。以上よ

り課題研究を経験した生徒の方が、経験しなかった生徒に比べ

批判的思考力の伸びがわかった。(参考資料③) 

 学外へのコンテスト・発表会・学会への参加数が増加してい

る。コロナ禍において 2020 年以降は大会数が減少したが、そ

れでも今年度はコロナの影響を受ける前までより件数が増え

ている。大会が通常通り開催されていれば、例年以上の参加が

あったことが予想される結果となった。(参考資料⑭) 

■教師の変容 
●創造力 批判的思考力育成研究グループ立上げ 
各国数理英教員が集まり研究開発課題の「創造力、批判的思考

力」育成に関する「批判的思考力研究グループ」が出来、能力・

授業展開・方法等を実施しながら検討作業を行うなど教科を超

えた取り組みが行われるようになった。その結果学園独自の

「批判的思考力の定義」「中高一貫批判的思考力育成の過程図」

を作成。(参考資料⑦) 

●思考力育成委員会立上げ 
探究型学習を行うために、幼稚部から高校 3 年(K-12) 

までに必要な「思考ツール」を考えるプロジェクトを担う「思

考力育成委員会」が立ち上がった。各学年の「ラーニングスキ

ルの育成ステップ」資料を作成するなど、系統的に探究型学習

を考えている。(参考資料⑥) 

●教員授業改善への教員研修 
 構成主義的授業を実施する際に利用している、OPPA シート

活用方法について研修を行った。SSH 運営指導委員の堀哲夫

山梨大学理事に、「子供の実態把握と授業改善-OPPA の理論と

実践-」と題して中高教員全員対象の講演会を平成 26 年に実施

し、情報の共有を図った。第Ⅲ期では、これまで開発してきた

生徒が主体的に取り組む課題研究の進め方について、「探究の

方法」と題して他校の教員や教育関係者向けに教員研修会を実

施した。本校の取り組みを客観的に見ていただき、ご意見をい

ただくことができた。また、12 校の先生方からは本校で活用し

ている教材を使いたいとのアンケートをいただくことができ

た。本校の SSH の研究開発に有用性があることを示すことで、

学内の教員の SSH に対する見方が変化した。(参考資料⑤) 

■教材開発 
●課題研究分野 教材開発 
・ラーニングスキル育成に関する教材を書籍化(参考資料⑨) 

・「問いの見つけ方」「実験計画のたてかた」「表やグラフのまと

め方」「ポスター論文の書き方」等課題研究に必要なワーク冊子

を作成。(参考資料⑧) 

・「学びの技」冊子を、総合的な学習の時間「自由研究」の冊子

に改定し、探究課題研究全体に波及。(参考資料⑩) 

・「振り返りシート」「主体性アンケート」「ルーブリック」を開

発(参考資料⑪～⑬) 

●授業分野 教科連携科目での独自教材の開発 
・科学英語冊子の作成 理科と英語の教科連携で、実験計画の要

点や結果を英語で記録し、科学的内容を英語でアウトプットで

きる冊子を作成。(参考資料④) 

・理系現代文冊子の作成 理科と国語の教科連携で、批判的思考

力を育成するための冊子を作成。(参考資料⑤) 

■連携 

以下の大学・研究機関・地域・企業等との連携がある。 

【大学・研究機関】玉川大学、東京理科大学、信州大学、玉川

大学農科学研究所、北里大学、海洋研究開発機構など 

【地域】東京都町田市、沖縄県久米島町、沖縄県伊江島、鹿児

島県南さつま市、静岡県沼津市平沢など 

【企業等】 

日本弁理士会関東会、発明推進協会、西松建設株式会社、株式

会社竹中工務店、株式会社町田新産業創造センター、株式会社

steAm、株式会社 Inspire High、国際航業株式会社、日本ポリグ

ル株式会社 



・発行部数 約54000冊
・北海道大学、愛知教育大学 参考図書

・名城大学付属 朝読書に使用

構成主義的授業展
開の中で利用して
いるOPPAシートか
ら生徒の変容を確
認することができ
ている。(例：既存
の知識と新しい知
識を関連付け、組
み立てられている
こと)

主体性を育むための
授業展開を構築する
ことができた。この
授業の構造で示す通
り、授業、演習、小
テスト、記述テスト、
アクティブラーニン
グを効果的に取り入
れる授業展開である。

課題研究経験あり群は、
課題研究の事前事後で
尺度得点が1.5点上昇し
ている。課題研究経験
なし群は事前事後で0.3
点ほど降下している。

科学英語：
理科と英語の教科連携で、実験
計画の要点や結果を英語で記録
し、科学的内容を英語でアウト
プットできる冊子を作成。生徒
用実験冊子と教員用指導書冊子
を作成した。左は目次である。

理系現代文：
高校3年生理系生徒全員が履修
する授業である。理科と国語
の教科連携で、批判的思考力
を育成するための冊子を作成
した。左は目次である。

これまで開発してきた生徒が主体
的に取り組む課題研究の進め方に
ついて、「探究の方法」と題して
他校の教員や教育関係者向きに教
員研修会を実施した。本校の取り
組みを客観的に見ていただき、ご
意見をいただくことができた。ま
た、12校の先生方からは本校で活
用している教材を使いたいとのア
ンケートをいただくことができた。
本校のSSHの研究開発に有用性があ
ることを示すことで、学内の教員
のSSHに対する見方が変化してきた
ことを感じる。

各学年で「問いの生成」「情報収集」「情報を整理する」「論
理的にまとめる」「発表する」「論文を書く」「評価」の項目
でスキル育成を整理した。

批判的思考力研究グループが批判的思考力は複数の能力育成が
関わり、各授業で特に育成する能力を明確にし、生徒自身が意
識できる授業への改善、評価面では批判的思考力以外の能力向
上との関係や、批判的思考力向上が日常的な活動を通して様々
な場面であることを示した。

課題研究の基本的な知識・スキ
ルからポスター発表・口頭発
表・論文作成まで、生徒一人ひ
とりで課題研究ができるワーク
冊子を開発した。

『学びの技-14歳からの探究・論文・プレゼ
ンテーション-』本学園教諭著、玉川大学出
版部、2014年の製作と出版

「学びの技」で利用
している冊子、「課
題研究」で利用して
いる冊子を融合し、
「総合的な探究の時
間(自由研究)」の冊
子を開発した。

参考資料①：OPPAシートの活用例

参考資料②：授業改善の構築例

参考資料⑥：ラーニングスキル育成ステップ

参考資料③：批判的思考力テスト結果

参考資料④：教科連携(科学英語・理系現代文)

参考資料⑤：教員研修会「探究の方法」開催

参考資料⑦：批判的思考力の各能力と過程

参考資料⑧：課題研究ワーク冊子作成

参考資料⑨：書籍の発行

参考資料⑩：SSH課題研究冊子の全体普及



現在の自分への自己分析を踏まえ、
なりたい将来の自分という長期の目
標、当面の目標、目標達成に障害と
なるもの、日々の実践などを定期的
に書かせ、教員と対話をすることで、
自分がどんな事柄に今、寄与できる
かという現実的な自己分析、自分の
価値観や信念に基づいたキャリアデ
ザイン力、その実現に向けた継続的
な実践力を育成する。
左図：開発したシート

課題研究における主体性を困難克服がある事象への主体性と捉え、
札幌医科大学の田畑先生の研究をもとに、京都大学の楠見教授に
ご意見ご指導を頂きながら独自に主体性を測定するアンケートの
尺度を作成し、既存尺度との整合性を令和１年度に確認した。昨
年度は正負対になった尺度40項目のうち正負の逆相関関係が弱
かった3つの尺度を改良して年度途中に中間評価をして改善を確認
した。今年度は理科教育学会において動機づけの分析を行ってい
る方に分析を手伝っていただいたことにより、開発したアンケー
トからどのような因果モデルが構築できるか検討した。
SSHにおける主体的な探究活動に対して、「他者からの受容」「達
成経験」「自己効力感」の3点が直接的・間接的に影響を及ぼすこ
とが明らかになった。これまでの先行研究と本結果を併せて解釈
すると、受容的な他者に支えられて達成経験を重ねる中で学習者
は探究活動に関する自己効力感を高めていき、自己効力感の高ま
りは主体的な行動を生起させていると解釈できる。

生徒の躓きと教員の指導

第Ⅲ期目の主体性ペンタゴンの「触れる」「リサーチ」「発表」「学びあい」「活動」の5観点で評価を作り、課題であった
生徒の自己コントロールの向上を目指して、分かりやすく工夫したシートを作成した。実施と改善を繰り返す中で生じた重複
する部分を削除することで、内容をシンプルにすると同時に、様々な分野の研究内容でも使えるルーブリックとして完成した。
加えて、Benesse教育総合研究所の方や京都大学の楠見先生のご協力のもと、批判的思考力を測る項目も導入している。これ
により、Benesseと共同開発した批判的思考力テストとの相関やOUTCOMEシートの記載内容との関連性なども評価することが可
能である。学びの技(中3)→自由研究全体(高1～高2文系生徒)→自由研究(高1～高2理系生徒)→科学系クラブ(中3～高2対象生
徒)の順に主体性およびルーブリックの値が大きくなっていることが読み取れる。ルーブリック「触れる」の項目が全体的に
低い傾向にあるのは、コロナの影響で講演会などを聞く機会が少なくなっているためと考えられる。

参考資料⑪：振り返りシートの開発

参考資料⑫：主体性アンケートの開発

参考資料⑬：課題研究ルーブリック開発



2018年度
【物理分野】
東京理科大学第10回坊っちゃん科学賞 優良入賞1件、入賞3件、
佳作1件
第17回神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 努力賞1件
第62回日本学生科学賞(東京都)高校生の部 優秀賞1件、奨励賞
2件、中学生の部 奨励賞2件
第1回Change Maker Awards 銅賞1件
第15回日本物理学会Jr.セッション 審査員特別賞1件、奨励賞1件
【化学分野】
第62回日本学生科学賞(東京都) 高校生の部 奨励賞1件、中学
生の部 最優秀賞
第62回日本学生科学賞(中央審査) 中学生の部 環境大臣賞
【生物分野】
日本生物教育学会 優秀賞
第62回日本学生科学賞(東京都) 高校生の部 優秀賞1件
【情報工学分野】
World Robot Summit 2018 ジュニア競技ホームロボットチャレ
ンジ部門 優勝（経済産業大臣賞）ジュニア特別賞
ロボカップジュニア2019 神奈川・西東京ノード大会 レスキュー日
本リーグベストプレゼンテーション賞
ロボカップジュニア2019 関東ブロック大会レスキューワールドリー
グ：メイズ 優勝

2019年度
【物理分野】
第63回日本学生科学賞(東京都)高校生の部 優秀賞1件、奨励賞
2件
第17回生活をテーマとする研究作品コンクール 佳作1件
東京理科大学第11回坊っちゃん科学賞 入賞2件
サイエンスキャッスル2019 関東大会 奨励賞9件
第18回神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 努力賞2件
電気学会高校生みらい創造コンテスト 最優秀賞1件、佳作1件
【化学分野】
第63回日本学生科学賞(東京都)高校生の部 優秀賞1件、奨励賞
2件
TAMAサイエンスフェスティバル 会場賞1件
高校生科学技術チャレンジ 優秀賞（最終審査会進出）1件
第18回神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 努力賞2件
【生物分野】
東京理科大学第11回坊っちゃん科学賞 最優秀賞1件、入賞1件
海の宝アカデミックコンテスト2019全国大会 最優秀賞1件
第18回神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 努力賞1件
【情報工学分野】
ロボカップジュニア・ジャパンオープン2019和歌山World 
League レスキュー Maze 優勝、優秀プレゼンテーション賞
ロボカップ世界大会2019Best Presentation賞
東京理科大学第11回坊っちゃん科学賞 優良入賞1件
電気学会高校生みらい創造コンテスト 佳作1件

2020年度
【物理分野】
第64回日本学生科学賞(東京都)高校生の部 努力賞1件
高校生科学技術チャレンジ 竹中工務店賞1件、入選1件
電気学会高校生みらい創造コンテスト 佳作1件
第17回日本物理学会Jr.セッション 奨励賞2件
第9回東京都高等学校理科研究発表会 優秀賞1件、協会長賞1件
電気学会U-21学生研究発表会 優秀賞1件、佳作3件
第7回理数工学コンテスト 奨励賞1件
日本水産学会 最優秀賞1件
【化学分野】
第64回日本学生科学賞(東京都)高校生の部 努力賞1件
第18回生活をテーマとする研究作品コンクール 佳作1件
TAMAサイエンスフェスティバル 会場賞1件
高校生科学技術チャレンジ 入選1件
首都圏オープン生徒研究発表会 優秀賞2件
日本化学会関東支部主催化学クラブ研究発表会 研究奨励賞1件
第15回「科学の芽」賞 努力賞1件
【生物分野】
第20回中央大学高校生地球環境論文賞 佳作1件
【情報工学分野】
第64回日本学生科学賞(中央審査) 入選2等1件、入選3等1件
情報処理学会第3回中高生情報学研究コンテスト 入選1件、奨励
賞1件
電気学会高校生みらい創造コンテスト 佳作1件
首都圏オープン生徒研究発表会 奨励賞2件
第15回「科学の芽」賞 努力賞1件
電気学会U-21学生研究発表会 奨励賞1件、佳作2件
ロボカップジュニア関東ブロック大会 レスキューメイズ部門2位
ロボカップジュニア日本大会 レスキューメイズ部門2位

2021年度
【物理分野】
SSH生徒研究発表会 奨励賞1件
第45回全国高等学校総合文化祭 出場1件
日本学生科学賞東京都大会 努力賞1件
坊っちゃん科学賞 入賞2件、佳作1件
地域の伝承文化に学ぶコンテスト 佳作1件
【化学分野】
日本学生科学賞東京都大会 奨励賞2件
第17回 高校化学グランドコンテスト ポスター賞2件
生活をテーマとする研究作品コンクール 優秀賞1件
高校生・高専生科学技術チャレンジ 花王賞1件
TAMAサイエンスフェスティバル in TOYAKU2021 会場賞3
位1件
ジュニア農芸化学会 銀賞1件
第24回化学工学会学生発表会 優秀賞1件、奨励賞1件
【生物分野】
坊っちゃん科学賞 佳作1件
【情報工学分野】
WRS(World Robot Summit) Junior Category Home 
Robot Challenge Mini size部門 優勝1件
ロボカップアジアパシフィック2021あいち（ジュニア・レスキュー
メイズ部門） 優勝1件
日本学生科学賞中央審査 科学技術振興機構賞1件
第4回中高生情報学研究コンテスト 奨励賞1件
U-21学生研究発表会（電気学会 電力・エネルギー部門主催）
佳作2件
第21回日本情報オリンピック 予選Aランク・本選進出1件

学外へのコンテスト・発表会・学会への参加数が増加して
いる。コロナ禍において2020年以降は大会数が減少したが、
それでも今年度はコロナの影響を受ける前までより件数が
増えている。大会が通常通り開催されていれば、例年以上
の参加があったことが予想される結果となった。

全国規模の入賞者の内訳(2021年度)をみると、サイ
エンスクラブ以外の生徒が6割を越えている。

４年間の総受賞数１１８件

生徒が自らコンテストを見つけてくる

一人が複数のコンテストに出している

参考資料⑭：大会・コンテストの結果
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玉川学園は「全人教育」を教育理念として、幼稚園から大学までを一つと捉えた「Ｋ-16一貫教育」を行っている。これまで、国際バカロレア教育(以下IB教育)を

参考にした創造力と批判的思考力の育成(第Ⅰ～Ⅱ期)、自己効力感を向上させることによる主体性を涵養する教育手法の開発(第Ⅲ期)により、学内外の研究者や

企業・地域との連携が広がり、各生徒が研究内容を深め主体的に取り組むことができる体制が構築された。一方で、カリキュラム開発や課題研究の指導と評価の一

体化、協働的な学びの更なる改善が必要と考える。また、科学技術人材の育成にあたっては、創造力と批判的思考力の向上を目指し、主体性を育成する手法を定量

的なデータをもって開発することができた。しかし、社会との共創を実現するためには主体性や批判的思考力だけでなく、深い知識と広い知識をあわせもち、複数の

答えを探究していく知の統合ができる人材の育成をより推進する必要がある。


